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１．研究の背景 

本校が所属する培遠中学校区は福山市教育委員会より，「チームＩＣＴ」に指定され，ＩＣＴ活用の研究を

進めている。本校では，平成２７年度よりＩＣＴ環境の整備を進め，平成２９年度には，全ての普通教室に実

物投影装置，大型提示装置（プロジェクター，６０インチ電子黒板，５０インチ大型モニター）をＰＴＡの協

力を得て整備した。また，東北大学大学院情報科学研究科堀田龍也教授に指導していただき，ＩＣＴを活用し

た授業実践に全ての教職員で取り組み，平成２９年度広島県小学校視聴覚教育研究大会の提案校として，全県・

全国に実践研究を発信した。 

ＩＣＴ活用は，主に実物投影機と大型モニターの常設による教材提示や放送教育について研究，実践を続け

てきた。また，「Scratch」等を活用したプログラミング教育にも平成２８年度より取り組んでおり，第 4 学年

の「総合的な学習の時間」において，プログラミング体験を伴った授業を行っている。 

ＩＣＴを活用した授業に取り組みを続けた成果として，【表１】によるとＩＣＴを活用することで自分の考

えを伝えやすくなったという児童が 89.4％にのぼるなど，多くの児童がＩＣＴ活用の良さを実感している。 

質問 １０月 ２月 

ＩＣＴ機器を使うと自分の考えを伝えやすくなりましたか。 86.1％ 89.4％ 

ＩＣＴ機器を使うと説明がしやすくなりましたか。 74.7％ 77.3％ 

ＩＣＴ機器を使った授業は面白いですか。 65.1％ 64.1％ 

【表１ ２０１７年度児童アンケート肯定的評価の割合】 

本校が位置する福山市は，文部科学省による「平成 29 年度学校における教育の情報化の実態等に関する調

査結果」において，教育用コンピュータ 1 台あたりの児童生徒数が 14.7 人と全国 1810 位となっており，この

ような状況において本校がＩＣＴ活用に係る研究を進めることは，本市のＩＣＴ教育の推進に役立つと考えら

れる。 

 

２．研究の目的 

 新学習指導要領第１章総則第３の１「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」（３）イに『児

童がプログラミングを体験しながら，コンピュータに意図した処理を行わせるために必要な論理的思考力を身

に付けるための学習活動』が挙げられている。本校では，平成２８年度より第４学年の総合的な学習の時間で

ロボットを活用したプログラミングを体験する単元を設定し，実践を続けてきた。 

プログラミング体験は，友達と試行錯誤しながら協働して課題を解決することで，対話的な活動の良さを体

感できる活動である。また，各教科の中でプログラミング教育を仕組んでいくことで，各教科での学びをより



第 44 回 実践研究助成 小学校 

確実なものとできると考えた。さらに，今までの実践から多くの児童がＩＣＴ活用の良さを実感しているため，

引き続き実践を続け，当たり前のツールとして教育活動にいかしていけるよう研究を重ねていきたい。 

そこで，単元と課題の開発を行い，対話的で論理的思考力の育成に繋がるプログラミング教育の研究を行って

いく。さらに校内研修会を企画・運営することで，プログラミングの指導方法や機器の取り扱いを全ての教職

員で共通認識のもと理解を深める。また，ＩＣＴ機器を活用した授業実践を進め，実践事例や単元計画などの

研究の取り組みをホームページで幅広く公開し，他校での実践に役立ててもらえるように取り組みを発信する。 

 

３．研究の経過 

 本年度は，以下のように研究や報告を行ってきました。 

時期 取り組みの内容 評価のための記録 

４月 培遠中学校区小中一貫教育計画立案  

校内研修（ＩＣＴ機器の操作・設置場所）  

キーボー島アドベンチャーの児童ＩＤ配布 進級状況の確認（１年間） 

５月 児童の実態把握 ＩＣＴに係るアンケート調査 

教師の自己評価 ＩＣＴに係るアンケート調査 

６月 ＩＣＴを活用した校内授業研究会（家庭科）  

公開授業研究会（特別支援教育）  

７月 プログラミングに係る授業実践（算数科） ワークシート 観察記録 写真 （児童） 

ＩＣＴを活用した校内授業研究会（算数科） 

（講師：環太平洋大学 前田一誠 准教授） 
 

８月 実物投影機活用に係る研修 （講師：エルモ社）  

体験を伴うプログラミング教育に係る研修 

（講師：常葉大学 佐藤和紀先生） 
 

１１月 第２回関西教育ＩＴソリューションＥＸＰＯ実践発表  

培遠中学校区合同研究会（家庭科）  

１月 ＩＣＴを活用した校内授業研究会（家庭科）  

２月 ＩＣＴを活用した校内授業研究会（算数科） 

（講師：環太平洋大学 前田一誠 准教授） 
 

プログラミングを取り入れた授業公開（音楽科） ワークシート 観察記録 写真 （児童） 

培遠中学校区ＩＣＴ活用実践事例集作成  

３月 プログラミング体験を伴う授業実践（総合的な学習の時間） 観察記録 

研究のまとめ及び次年度の研究の方向 アンケート調査 

 本年度は，昨年度の広島県小学校視聴覚教育研究大会で提案したことを向上させていこうと研究を行った。

プログラミングについては，夏休みにパソコン教室のパソコンが一新され「Scratch2.0」が使用できなくなっ

たため，「スタディーノ」を活用して研究を進めた。ＩＣＴ機器の活用については，授業の中でツールとして

当たり前に使えるよう授業研究会や校内研修会を企画し運営した。 
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４．代表的な取り組み 

①第５学年 算数科「正多角形」  Ａ分類 

 本時の目標：正多角形の定義を活用して，正多角形をかくことができる。 

時 間 ○主な発問 
・予想される児童の反応 

・主体的で対話的な学び（☆） 

○指導上の留意事項 
◎授業規律★ICT 活用 
◇学習用語◆思考用語 

【観点】 
評価 

（方法） 

導入 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
展開 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
ふり返
り 

 
 

○正方形を作図したけど，どのように作図し
ましたか。 

 ・長さ□ｃｍの直線をひいた。 
 ・角度が 90 度の向きを見つけた。 
 
○作図をして，どうでしたか。 
 ・正確にかくことができた。 
 ・面倒だった。 
 ・線がずれて，うまくかけなかった。 
 
  
 
○作図の手順をもとに，正方形をプログラミ
ングでかきましょう。（☆） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○正三角形をかきましょう。 
○「60 度回す」に設定するとかけないのは
どうしてだろう。 

 ・図形の外側を回しているので，60 度で
なくて，120 度でかける。 

 
○今日の学習をふり返りましょう。 
 
 
 
 

○正多角形の意味を確認
する。 

○正方形を提示し，分度
器と定規で作図したこ
とを想起させる。 

◎話し手の方に向き話を
聞かせる。 

◇正多角形 
 
 
 
 
○作図の手順を並べて板
書する。 

○ブロックの説明をす
る。 

○使用するブロックをあ
らかじめ配布してお
く。 

★「スクラッチ」 
★「スタディーノート」 
★「スカイメニュー」 
○プログラムを全員で確
認する。 

 
 
 
○正三角形を掲示し，思
考の補助にする。 

○できた児童には，新し
い図形を考えさせる。 

 
 
○プログラミングの良さ
と，正多角形の定義を
使うと，作図すること
ができることをまとめ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【技能】 
正多角形の
定義を使っ
て作図する
ことができ
る。（行動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラミングで正○角形をかこう。 

・プログラミングすると早く，簡単にかける。 

・正多角形なら，数字を変えると何でもかけそ

う。 
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②第５学年 音楽科 題材名 「日本と世界の音楽に親しもう」 Ｂ分類 

教材名 「春の海」「子もり歌」「音階の音で旋律づくり」 

「声による世界の国々の音楽」 

 本時の目標：日本の音階を使って,短い旋律をつくることができる。 

時間 
○主な発問 

・予想される児童の反応 
☆主体的・対話的な学び 

○指導上の留意事項 
◎学習規律★ICT 活用 
◇学習用語◆思考用語 

【観点】 
評価 

（方法） 
導入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
振り返り 

○リズムをプログラムするにはどうすればよかったで
すか。 

・音符の長さを数字に直せばよい 
 
 
 
 
○このリズムを数字に直すとどうなりますか。 
・3 0.5 0.25 0.25 3 
○では今日はこのリズムを使って短い旋律をつくって
みましょう。 

 
 
 
○これまで日本の音楽を聴いたり歌ったりして 
 日本らしい音楽のひみつを探りました。そのひみつ
は何でしたか。 

・日本の楽器の音色 ・旋律をつくっている音階 
○日本の音階が大きく関わっているのでしたね。 
 では,日本の音階の音を使えば,誰でも日本の音楽がつ
くれるはず。 

 
 
 
○日本の音階と先ほどのリズムを使って４小節の旋律
をプログラミングしてみましょう。（☆） 

○グループで自分たちのつくった旋律をつなげて 
 ８小節の旋律をプログラミングしましょう。（☆） 
 
 
○いろんなグループの旋律を聴いてみましょう。 
 工夫点も説明してください。 
・日本らしさを出すために音色も考えました。 
・速さをゆっくりにしてみました。 
・終わった感じを出せるように最後の音を工夫しまし
た。 

 
○選んだ音や組み合わせはそれぞれ違うけど,どの旋律
も日本らしい旋律になりましたね。 

 
 
 
○日本には日本の音楽らしさを出すひみつがありまし
たが,そのひみつを持っているのは日本だけでしょう
か。 

 次回は世界にも同じようにその国らしい音楽を持っ
ている国がないか探してみましょう。 

○音やリズムのプログラ
ム方法を確認する。 

◇リズム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○日本の音階が曲想に関
わっていることを確認
する。 

◇音色・音階 
 
○日本の音階の音を掲示
する。 

 
★「スタディーノ」 
○ペアで協力して２小節
つくるよう指示する。 

 
○４人 1 組のグループで
組み合わせを考えさせ
る。 

○より日本らしくするた
めに音階だけでなく音
色や速度も工夫すれば
良いことに気付かせ
る。 

★「電子黒板」 
◎話し方・聞き方スキル 
 
 
 
 
 
 
○旋律をつくった感想・
他グループの発表を聞
いた感想を振り返りに
書かせる。 

 
○次時へのつながり・見
通しを持たせる予告を
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【音楽表現の
技能】  
与えられた音
階の音とリズ
ムを使って短
い旋律をつく
り,友達がつく
った旋律とつ
なげてまとま
りのある旋律
をつくってい
る。 
 
 
【音楽表現の
創意工夫】 
日本の音階の
特徴を聴き取
り,その働きに
よって生まれ
るよさや面白
さを感じ取っ
て,リズムや使
う音を選らん
で旋律をつく
り,どのように
してまとまり
のある旋律を
つくるかにつ
いて思いや意
図をもってい
る。（行動観
察・発言内
容・作品・ワ
ークシート） 

 ①②の取り組みとも第５学年で行った。これは，昨年度よりプログラミングを経験しており，情報活用能力

の面から教科の中で，その目標の達成のためにプログラミング体験を生かせると考えたからである。 

 

 

 

日本の音階をつかって,自分たちの「春の海」をつくろう！ 

日本の音階を使えば,日本らしい雰囲気の音楽がつくれた 

レ ミ ソ ラ シ 
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５．研究の成果 

（１）教職員のプログラミング教育指導の向上 

質問 ２月 

ＩＣＴ機器（ＰＣ，実物投影機など）の操作方法は理解していますか。 100％ 

今年度の研修でプログラミングの指導方法が分かりましたか。 61％ 

【表２ 教職員アンケート肯定的評価の割合】 

 ＩＣＴ機器の操作については，毎日利用したり，研修をしたりすることで全ての教職員が同じように活用で

きている。 

 プログラミングについては，授業を校内で公開したり，講師を招聘したりして研修を企画することで理解が

増えている。しかし，実際に授業をする学年が限られているため全教職員の理解とはならなかった。 

 

（２）児童のコミュニケーション能力の向上 

 第５学年において，算数科と音楽科の授業でプログラミングに取り組んだ。算数科では，Ａ分類「学習指導

要領に例示されている単元等で実施するもの」，音楽科では，Ｂ分類「学習指導要領に例示されていないが，学

習指導要領に示される各教科等の内容を指導する中で実施するもの」として指導した。昨年度の実践からプロ

グラミング体験を仕組むことで，対話的で協働的な学びが見られたことから，教科の中にプログラミングを取

り入れた。 

【児童の様子より】 

 本校には，児童用ＰＣが２０台しかないため，必然的に２人で１台のＰＣを使用しなければならなかったが，

ペアで学習することで対話が生まれ相談をしたり，役割を決めて取り組んだりと協働的な学びがすべての児童

に見られた。 

 

 

 

 

 

 

       写真① 算数科       写真② 音楽科       写真③ 音楽科 

 

【児童のふり返りより】 

 算数科では，児童のふり返りからは，グループ学習の良さとプログラミングの良さ，算数科の内容への気づ

きを見取ることができた。 

 

 

 

 

        【算数科ふり返り①】            【算数科ふり返り②】 
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 音楽科では，楽器の音色を選んだり，音符ではなく記号で音を表すということでプログラミングが難しかっ

たという意見もありましたが，作った旋律をリコーダーで演奏しなくてよいので，旋律づくりに集中できたと

いう意見が多く見られた。 

 

 

 

 

        【音楽科ふり返り①】           【音楽科ふり返り②】 

 プログラミングは友達と協力して課題を解決できたというふり返りが，どちらの授業からも見られた。また，

図形を描いたり，演奏したりすることが苦手な児童にとっては，プログラミングをしてコンピュータに実行さ

せることで，本時のねらいを達成することができるということも分かった。このことからプログラミング教育

は，対話的で協働的な学びを進め，教科のねらいを達成するためにも有用であると考える。 

 

６．今後の課題・展望 

 今後の課題は，新学習指導要領実施に向けて，全ての学年でプログラミング教育を行っていくことである。

今年度は，プログラミングの経験がある児童を研究の対象とした。それは，情報活用能力が他学年より高いた

めである。教科の中でのプログラミングが効果的だと成果で述べたが，情報活用能力がなければ成果は出ない。

そのためには情報活用能力をいかに児童に付けさせていくかが大切になる。そこで情報活用能力を育成するた

めの系統性について整理する必要があると強く感じた。 

 また，ＩＣＴ機器の整備が進んでいない福山市において，今ある設備でできる活用事例を他校にも広めてい

く役割があると考える。 

 

７．おわりに 

 本校は，昨年度自前で整備した「Scratch」が活用できる環境が，パソコンの入れ替えで使用できなくなり，

研究の方向性に修正があったが，児童にとって「現在の環境でできるプログラミング教育」で最善の学びとな

るよう研究してきた。これは，福山市の小学校全てに言えることである。福山市でのＩＣＴ機器の活用やプロ

グラミング教育の発信地となるよう今後も効果的なＩＣＴ活用や授業改善に取り組んでいきたい。 
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